
〔短報〕 1093（夏季晴天日の局地風系）

回答

常松展充＊・甲斐憲次＊

要　旨

　常松・甲斐（2003）で用いられている発散収束の計算方法に対し，二宮（2004）は問題点を指摘した．後者が指

摘しているように，前者の計算方法の問題点は，重み付けの意味の誤解にあるといえる．そこで，中井（1982）の

計算方法に従順し，夏季晴天日15時の発散収束を再計算した．その結果，前者では発散収束分布を十分に表現でき

ていないことが分かった．ただし，常松・甲斐（2003）の重要なテーマである名古屋市北部～北東部の収束域は，

今回の再計算結果によっても表現されており，彼らの主張そのものは誤りではないといえる．

　1．はじめに
　常松・甲斐（2003；以下TKO3と略記）で用いられて

いる発散収束の計算方法に対し，二宮（2004；以下

NO4と略記）は問題点を指摘した．本文は，二宮氏の的

確かつ貴重なコメントに敬意を表した上で，その問題

・点に対して回答するものである．

　2．発散収束の計算

　TKO3では，愛知・岐阜・三重の東海3県にある大気

汚染監視局の観測データから，次の式を用いて発散収

束の計算を行った．

P一（警＋募）確
（1）

　ここで，Pは発散収束で，Pがプラスの場合は発散，

マイナスの場合は収束である．∂鋸は2つの地点間の

西風成分差（∠％；経度の大きい地点の西風成分から経

度の小さい地点の西風成分を引いたもの）で，∂∂は2

つの地点問の南風成分差（∠∂；緯度の大きい地点の南

風成分から緯度の小さい地点の南風成分を引いたも

の）である．また，欲は2地点問の東西方向の距離，

ayは2地点間の南北方向の距離である．さらに，W

は距離だけの重み係数で，中井（1982）の手法を参考

にして，

　　1w＝戸
（2）
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とした．ここで，Rは2地点間の距離である．

　この（1）式を使って，愛知・岐阜・三重の各県に

ある各大気汚染監視局（91局）の間の発散収束を求め

た．すなわち，これら全ての2地点間の発散収束を求

めた．なお，その値は2地点の中間地点の値とした．

この方法で計算した，夏季晴天日（TKO3で客観的に選

定された夏季晴天日）の15時の発散収束分布を第1図

に示す．

　NO4が指摘しているように，TKO3の計算方法の問題

点は，重み付けの意味の誤解（重み係数Wの乱用）に

あるといえよう．中井（1982；以下N82と略記）が用

いた計算方法の一部分を取り出して使用したことに問

題があるものと思われる．N82の，具体的な計算方法は

次の通りである．

　まず，各観測地点の風を％，∂成分に分解し，それぞ

れの成分について次の内挿式によって10km問隔の格

子点の値を求める．
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第1図　夏季晴天日15時の風向風速と発散収束．

　　　矢印の向きと長さで風向風速を表してい
　　　る．大きな丸印で示した地点は10－5s－1以

　　　上の収束の値をもつ地点，点で示した地
　　　点は10－5s－1よりも小さい収束の値また

　　　は発散の値をもつ地点．楕円とその傍ら
　　　の数字は，①豊川市・豊橋市付近の収束
　　　域，②知多半島・知多湾岸の収束域，③
　　　名古屋市北部～北東部の収束域である．

　　　200mごとの等高線を示した（線中の数
　　　字は標高）．
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　耽は観測点hの％あるいは∂成分である．内挿に

は格子点を中心とする半径50km以内にある観測点の

すべての値を用いる．重み係数肌は観測点hと格子

点との間の距離1ちだけの関数で

　　・1
肱＝評

（4）

とする．

　このようにして求めた格子点の％，∂を用いて次の

差分式によって発散Qを求める．

Q｛一礁ガ弘1＋犀宏参1 （5）

ただし，♂，ブはそれぞれ10km間隔の格子点の東西，

第2図

き4顧3び
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夏季晴天日15時の風向風速と発散収束
（内挿法による結果）．陰影域は発散収束

の値が一5×10－5s－1以下の領域．その内

側の実線は10－4s－1以上の収束の値をも

つ領域を示す．矢印の向きと長さで風向

風速を表している．破線は200mごとの
等高線．四角で囲まれた部分は発散収束

の計算範囲である．

南北方向の番号で，∠P二20kmある．（N82より抜粋．

一部省略，加筆．）

　（3）式はNO4の（9）式と同様のものである．TKO3

では，この肱の定義だけを取り出して採用している

ため，NO4が指摘するように，その計算方法には問題が

あるものと思われる．

　そこで，N82の計算方法をそのまま用いて，再度，

TKO3で選定された夏季晴天日15時の発散収束を次の

通りに計算した．

　濃尾平野上に18×31の格子点を2km間隔で設置す

る．内挿には格子点を中心とする半径10km以内にあ

る大気汚染監視局の全ての値を用いる．各格子点の計

算に，多くの観測点の値が含まれるよう，このような

格子点設定を行った．計算範囲は北緯34．80～35．35度

および東経136．75～137．15度である．

　計算結果を第2図に示す．ここでは陸地上の発散収

束分布のみ表示してある．第2図を見ると，TKO3の計

算結果（第1図）では表現されていない収束域，たと

えば名古屋中心付近の収束域が確認できる（名古屋の

地理的位置についてはTKO3の第1図を参照された

い）．このため，TKO3の計算方法では，発散収束分布
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を十分に表現できていないといえる．

　しかし一方で，第2図においては，第1図と同様に

名古屋市北部～北東部の強い収束域が見られる．すな

わち，TKO3で注目されている名古屋市北部～北東部

の収束域は，確かに夏季晴天日15時に存在する．なお，

NO4の第4章に，「第1著者からの御返信では，風速を

内挿して再計算したところ，ほぼTKO3とほぼ同じ発

散分布が得られたとのこと」と書かれているが，これ

は，NO4の第1章にも記述されているように，名古屋市

北部（～北東部）の収束域について言及したものであ

る．

　3．名古屋市北部～北東部の収束域

　第2章で述べたように，TKO3で用いられた発散収

束の計算方法は，NO4の批判にあるように，必ずしも適

切なものではないと考えられる．しかしながら，TKO3

の重要なテーマである，名古屋市北部～北東部の収束

域は，今回の再計算結果によっても表現されており，

TKO3の主張そのものは誤りではないことを念のため

強調しておきたい．第1図あるいは第2図の風向風速

分布を見ると，TKO3で言及されている，伊勢湾からの

南西風（海風）と，その前方の弱風，および関ヶ原・

養老山地方面からの西風は明らかに存在しており，そ

れらが収束する名古屋市北部～北東部に明瞭な収束域

が形成されている．この収束により，夏季晴天日の名

古屋市北東部において，人為起源のSPMを凝結核と

する収束雲が形成されやすいことは，TKO3で述べら

れている通りである．

　4．結び
　NO4が指摘した，TKO3の発散収束計算の誤りは，第

1著者の理解不足・勉強不足によるところが大きい．

このため，論文をお読みくださり，再考の機会を与え

てくださった二宮洗三先生に，厚くお礼を申し上げま

す．
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